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研究成果の概要（和文）： ツングース諸語のうちの8言語の辞書データベースを作成した。これは現在公開準備
中である。モンゴル諸語とチュルク諸語の音声付き比較基礎語彙データベースを作成した。これはHPですでに公
開している。現地調査により、音声付きテキストを多く収集し、これは報告書の形で刊行している。語彙とその
比較に関する論文を多く執筆した。これは学術的紀要等に掲載されている。聞き出しによって文法的問題に関す
る例文データを多く収集し、これは論文や研究資料として発表した。

研究成果の概要（英文）：We have established the database on the lexicon of 8 Tungusic languages. We 
are preparing for publishing this data. 
We have established the database on the lexicon of Mongolic and Turkish languages. We have already 
published this data on our Website. We published some papers on the lexicon and the comparative 
problems of the Altaic languages. These works are published as the articles on some scientific 
journals. We have collected many data of sentences for analysing the grammatical problems of the 
Altaic languages by elicitation on the fieldworks. These data are published as the materials, and 
some papers are written according to these data.  

研究分野： 記述言語学

キーワード： アルタイ諸言語　比較言語学　基礎語彙　辞書　言語類型論　フィールドワーク　音声資料　テキスト

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ツングース諸語の辞書は圧倒的に不足しているため、日本語との類型的類似や系統関係の蓋然性も指摘されるア
ルタイ諸言語に関して、今回作成した語彙データベースの学問的意義はきわめて高く、今後のデータの拡充が難
しい現在では永世にわたり恒久的に参照され続ける典拠となるだろう。本語彙データベースは派生接辞をはじめ
とする文法の解明にも決定的な重要性を持つ。アルタイ諸言語における語彙と文法の境界領域の研究の進展は、
日本語を含むいわゆる「アルタイ型の言語」を世界言語の諸類型の中に位置づけることにつながる。比較語彙の
データベースは通時的研究においてきわめて重要であり、発表が久しく望まれていたものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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令和２年６月２５日現在 
１．研究開始当初の背景 
1. アルタイ諸言語研究の重要性 

 アルタイ諸言語は、ツングース諸語、モンゴル諸語、チュルク諸語の 3つのグループより
なるが、3つのグループ間の系統関係の有無もなお問題視されている。朝鮮語や日本語の起

源との関連で最も重要視されてきたものの、その関係もなお不明である。地理的に最も日本

の近くに位置する言語群であり、類型的にみても日本語と文法構造が最もよく類似したタ

イプの言語群である。ツングース諸語は 10 ほどの言語からなり、満洲語を除き文字による

記録をほとんど持たない。そのほとんどは話し手があとわずかしか残っていない危機言語

である。モンゴル諸語はやはり 10 ほど、チュルク諸語は 26 ほどの言語よりなる。モンゴル

国の国語であるハルハ・モンゴル語やトルコ語、ウズベク語など、公用語として大きな話者

人口をもつ言語もあるが、ダグール語、ハカス語など、日本をはじめ海外には音声データを

はじめとする記録資料がきわめて少ない言語も多く存在する。 

 

2. 先行研究の到達状況 

 ツングース諸語の辞書は圧倒的に不足しており、日本語はもちろん、英語による研究も不

可能な状況にある。ナーナイ語-ロシア語辞典には Onenko (1980, 総 552p., 12,800 語) があ

るものの、ロシア語からの借用語も多い。例文がある点は貴重である。ウデヘ語-ロシア語

辞典の Girfanova (2001) はいくつかの語彙集を総合し、語源についての考察も含むが、例文

は皆無である。ウルチャ語、オロチ語、ネギダル語に関しては、辞書と呼べるものが未だに

存在しない。ウルチャ語では、そもそも Sunik (1985) 以外に先行研究がなく、その巻末に

100p. の語彙集があるのみである。例文も皆無である。オロチ語、ネギダル語の状況も同様

である。ツングース諸語全般に関しては、Cincius (1975, 1977)『ツングース諸語比較辞典』

がある。これには各ツングース諸語からの索引があるが、エウェンキー語が見出しであるな

ど問題点も多く、例文もない。 

 モンゴル諸語とチュルク諸語では、すでに大部の辞書が各言語について刊行されている。

しかし音声データを備えた比較語彙集は未だに存在しない。たしかに話者は多数存在する

が、グローバル化に伴い、伝統的な文化とそれを表現する豊かな語彙は現在急速に失われつ

つある。 

【参考文献】 

Cincius V. I. i dr. (1975, 1977) Sravnitel’nyj slovar’ tunguso-man’chzhurskikh jazykov, Materialy k etimologicheskomu slovarju, t. I, 
II. Nauka. Leningrad. / Girfanova, A. Kh. (2001) Slovar’ udegejsokogo jazyka. Nauka. Sankt-Peterburg. / 大江孝男 (1988)「アル

タイ諸言語」亀井孝・河野六郎・千野栄一（編）『言語学大辞典 第 1 巻』:528-545.三省堂 / Onenko (1980) Nanajsko-Russkij 
slovar’. Russkij jazyk. Moskva. / Sunik, O. P. (1985) Ul’chskij jazyk. AN SSSR. Leningrad. 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の主要な目的は、アルタイ諸言語に含まれる各言語の語彙に関するこれまでの記述的
研究の成果を体系化し、さらに拡充していくことにある。具体的には次の 3 点を目的とする。 
 ①ツングース諸語に関しては、蓄積してきた一次資料に基づき、各言語の例文付き辞書を作成
する。 
 ②モンゴル諸語、チュルク諸語に関しては、音声付きの比較基礎語彙データベースを作成する。 
 ③上記成果のさらなる拡充のため、現地調査による語彙やテキストの収集をさらに継続して
いく。 
 
３．研究の方法 
1. データの整理 
 1(a) ツングース班：テキストデータからの例文つき個別言語辞書ならびに比較辞典を作成する。 



 1(b) モンゴル班：音声データと文献からの情報から、音声付比較基礎語彙データベースを作成
する。 
 1(c) チュルク班：音声データと文献からの情報から、音声付比較基礎語彙データベースを作成
する。 
 
2. 現地調査 
 2(a) ツングース班：現地調査と招聘によりナーナイ語、エウェン語、ウルチャ語、ソロン語の
調査を行う。 
 2(b) モンゴル班：国内外においてブリヤート語、ダグール語、内モンゴルのモンゴル諸語の調
査を行う。 
 2(c) チュルク班：新たにチュヴァシュ語、タタール語を現地調査、国内でも可能な諸言語の調
査を行う。 
 
４．研究成果 
 夏休み及び春休みに、ナーナイ語、エウェン語カムチャツカ方言、エウェン語オホーツク方言、
ソロン語、チュヴァシュ語、保安語、東郷語、土族語、東部裕固語、ダグール語、などの言語の
現地調査を行うとともに、学園祭期間中、春休みに上記の言語の話者を招へいし、また得られた
資料を学部生及び院生と共に謝金を支払って分析を進め、下記のような一連の研究成果を上げ
た。 
 

(1) モンゴル諸語対象基本語彙データベース 

（https://mongolicbv.aa-ken.jp/bv/index.html?menu=0） 

(2) チュルク諸語対照基礎語彙（https://turkbv.aa-ken.jp/turkbv2017/） 

(3) 風間伸次郎 (2016)「地域的・類型論的観点からみた無生物主語について」北海道大学大学院文学研究

科  北 方 言 語 ネ ッ ト ワ ー ク ( 編 ) 『 北 方 言 語 研 究 』 6: 81-110. 

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/60796/1/06kazama.pdf 

(4) 風間伸次郎 (2016)「モンゴル語、ツングース諸語、エスキモー語の 3 者における類似点と相違点につ
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